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イメージに関する研究                                                                        
協会(2004)の調査では，自閉症の原因について正しく理解していたのは全体の 6 割に過
ぎず，心の病（23％），遺伝（5％），親の育て方（3％）と，誤った認識が全体の 3 割を





























 自閉症に対するイメージは， SD 法による質問紙によって測定された。質問項目は，
松村・横川(2002)を参考に，自閉症を刺激概念とした 20 の感情を表す形容詞対から成り
立っていた。それぞれの項目は，5 件法によって評価された。評価値は，ネガティブな
側面からポジティブな側面へと 1 点から 5 点まで配点し，3 点が中点とされた。たとえ
ば，「明るい-暗い」の項目では，自閉症のイメージが「非常」に明るいと感じれば，対
象者は「5」に丸をつけることとなる。 
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3.1. SD 法による自閉症に対するイメージの測定 
 SD 法による自閉症のイメージの結果について，形容詞対ごとに，最も良いイメージを
5 点，最も悪いイメージを 1 点として平均値を求めた(Figure 1，Table 1)。各項目の平均
値を見ていると，中点（3 点）を上回ったのが 15 項目で，下回ったのが 5 項目であった。
平均値の高いものとしては，「共生すべき」が 4.16 点（SD=0.83）で最も高く，次いで「個
性あふれる」の 4.03 点（SD=0.90），「怖くない」の 3.50 点（SD=1.05），「優秀な」の 3.43
点（SD=0.73）の順に高い得点を示した。また，平均値の低いものとしては，「手際よい」
が 2.55 点（SD=0.78）が最も低く，次いで「陽気な」の 2.81 点（SD=0.80），「おだやかな」
の 2.90 点（SD=0.89），「明るい」2.91 点（SD=0.88）の順に低い得点を示した。各項目の
得点が中点の値である 3 よりも有意に高いか，あるいは低いかをみるために，項目ごと




t(57)=2.96，t(57)=3.13，t(57)=2.17，t(57)=2.43 および t(57)=1.94 で，それぞれ p<.01）。ま
た，「手際よい」「陽気な」の 2 項目で中点（3）よりも有意に低くなっていた（順に t(57)=-4.40，
t(57)=-1.79 で，それぞれ p<.01）。それ以外の 8 項目については中点の値とは有意な差が
見られなかった。 
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近づきたい 3.16 ( 0.91 ) 0.82 0.11
関わりたい 3.22 ( 0.88 ) 0.79 0.14
明るい 2.91 ( 0.88 ) 0.73 -0.24
陽気な 2.81 ( 0.80 ) 0.70 -0.12
かわいらしい 3.31 ( 0.80 ) 0.70 -0.06
個性あふれる 4.03 ( 0.90 ) 0.64 -0.14
共生すべき 4.16 ( 0.83 ) 0.61 -0.03
共感できる 3.02 ( 0.96 ) 0.60 0.06
幸せな 3.10 ( 0.64 ) 0.48 0.32
気の毒でない 3.33 ( 1.08 ) 0.41 0.27
優秀な 3.43 ( 0.73 ) 0.38 0.30
身近な 2.97 ( 0.95 ) 0.36 0.22
安全な 3.26 ( 0.91 ) -0.36 1.06
怖くない 3.50 ( 1.05 ) 0.13 0.73
きれいな 3.22 ( 0.70 ) 0.05 0.65
迷惑でない 3.19 ( 0.87 ) 0.16 0.63
役に立つ 3.31 ( 0.75 ) 0.09 0.61
正常な 3.03 ( 0.94 ) 0.23 0.58
おだやかな 2.90 ( 0.89 ) -0.17 0.43
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3.2. 自閉症のイメージの構造 
 大学生の自閉症に対するイメージの構造を明らかにするために，SD 法による 20 の尺
度について，最尤法，プロマックス回転による因子分析を行った。最尤法を用いて得ら
れた各因子の固有値の結果から 2 因子構造が妥当であると考えられた。プロマックス回
転後の因子分析結果を Table 1 に示した。なお，「優秀な」「身近な」，および「手際よい」
の各項目は因子負荷量が 0.4 未満であり，いずれも抽出された因子への関与の程度が低
いと考え，考察の対象から除いた。 
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